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【目的】
本研究では,炭 酸ガスレーザーパルス波照射に
よる実質欠損 とそれに伴う広範囲な壊死組織の治
癒過程を形態学的に明らかにする事を目的とした。
【材料と方法】
実験動物は7～9週 齢体重250～300g雄性 ラッ
トを用いた。麻酔下に臼歯部口蓋 に炭酸ガスレー
ザーパル ス波照射 を行った。内径0.7mmのコンタ
ク トチップを用い,ピ ークパワー5W,パ ルス幅
600μs,パルス数151.52ppsの照射条件で1.4mmの
範囲を30秒間走査 した。照射面のエネルギー密
度 は14.16j/mm2となる。対照として同部に約1.Omm
幅の溝をメスで作製 した。
照射6時 間,1,3,5,7日後に口蓋粘膜を採取,
リン酸緩衝4%の パラホルムアルデヒドにて固定,
パ ラフィンに包埋 した。H-E染色およびアザン ・
マロリー染色 を施 し病理組織学的に検討 したのち,
第Ⅷ因子関連抗原(Factor-Ⅷ),熱ショック蛋白
質47(Hsp47),α平滑筋アクチ ン(α-SMA)
の発現を免疫組織化学的に検索 した。
【結果ならびに考察】
レーザー照射後6時 間,照 射中心部では楔状の
実質欠損が認められ,そ の周囲組織は凝固壊死の
形態を示 していた。表面は欠損部を除き凝固壊死
上皮で覆われており,壊死組織と周囲正常組織 と
の境界は不明瞭であった。
レーザー創 および周囲血管の周 囲組織基質に
Factor-Ⅷ陽性反応 が認められた。レーザー創周
囲組織の線維芽細胞 と血管内皮細部でHsp47の発
現が増強 した。照射後3日,レ ーザー創は更生上
皮により被覆 されており,壊死上皮は消失 してい
た。創傷部では線維成分の消失 と,Hsp47を発現
する線維芽細胞 と血管内皮細胞を認めた。また,
α-SAM陽性線維芽細胞や,単 核細胞浸潤が観察
され,細 胞外基質ではFactor-Ⅷの陽性反応 も認
め られた。
照射後5日 から7日 にかけてレーザー創は新生
線維芽細胞と新生血管でほぼ全域が置換 されてい
た。 これ ら細胞のほとんどが強いHsp47の発現 を
示 し,線維芽細胞の多くが α-SMA陽性であった。
細胞間では繊細な線維の形成がアザン ・マロリー
染色において確認 され,時 間とともに太さ,密度
を増 していた。細胞外ではFactor-Ⅷ陽性反応 も
観察 された。
レーザー創の修復肉芽組織内で炎症反応の持続
が観察 されたが,レ ーザー創のメス切除創の間で,
器質化の過程 とそれに関わるHsp47,α-SMAの
発現パ ターンに根本的な違いは認められなかった。
従 って,レ ーザー照射による凝固壊死が必ず しも
治癒を阻害する要因にはならないと考える。
本論文について一次審査委員会では,指 導教授
より研究の背景および概要が説明され,次 いで各
審査員より論文全体の批評が行われた後,委 員と
申請者の間で論文内容 に対す る質疑応答がなされ
た。質問の主な内容は以下のものであった。
1)レーザー照射後のサンプリングの時期を決
めた理由,2)レーザー照射条件の設定理由,3>
HSP47の発現 と炭 酸ガスレーザーの関係,4)
外科用メスの実質欠損 と炭酸ガスレーザーによる
実質欠損の組織学的な違いについて,5)免 疫組
織化学的染色の手技について,6)線 維芽細胞の
増殖に及ぼすレーザーの影響について,等 であっ
た。いずれについて も申請者より適切な回答が得
られた。また,審 査委員より指摘 された論文内容
の文章表現の一部,図 の一部ならびに配置の整理
については後 日適切に加筆,訂 正 され各審査委員
の確認と了承 を得た。
以上の審査の結果,本 論文は炭酸ガスレーザー
の細胞生物学的な作用 を形態学的に証明 し,歯科
臨床で使用 されるレーザー治療の発展 に大きく貢
献す るもの と高 く評価 され,学 位授与に値するも
の と判断 した。
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